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政
府
が
科
学
技
術
基
本
法

に
基
づ
き
１
９
９
６
年
か
ら

５
年
間
ご
と
に
策
定
す
る
科

学
技
術
基
本
計
画
は
、
第
１

～
３
期
で
は
科
学
技
術
予
算

の
拡
充
、
第
４
期
で
は
社
会

実
装
を
重
視
し
、
第
５
期
で

は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
現
実

空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
経
済
発
展

と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両

立
す
る
人
間
中
心
の
社
会
像

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
を

提
言
し
た
。
科
学
技
術
基
本

法
が
改
正
さ
れ
、
「
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本

計
画
」
と
な
っ
た
第
６
期

（
２
０
２
１
―
26
）
で
は
、

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
の
実
現

に
向
け
た
政
策
を
立
案
し
て

い
る
。

　
上
山
氏
は
講
演
の
冒
頭

で
、
第
６
期
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
を

策
定
す
る
上
で
の
問
題
意
識

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
経
済

や
環
境
、
人
口
動
態
、
地
政

学
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の

課
題
に
直
面
す
る
現
在
、
科

学
技
術
は
日
常
生
活
の
至
る

と
こ
ろ
に
浸
透
し
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
社
会

を
変
容
さ
せ
る
力
を
持
ち
、

国
同
士
の
外
交
問
題
の
焦
点

に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
基
本
計
画
の
射
程

は
相
当
長
く
な
り
、
２
０
３

０
年
や
50
年
に
つ
く
る
べ
き

日
本
の
新
し
い
社
会
像
・
未

来
像
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト

す
る
形
で
科
学
技
術
の
果
た

す
べ
き
役
割
を
考
え
る
こ
と

に
力
点
が
置
か
れ
た
と
し

た
。

　
ま
た
、
１
９
９
０
年
代
に

到
来
し
た
情
報
社
会
（
ソ
サ

エ
テ
ィ
４
・
０
）
で
日
本
が

取
り
こ
ぼ
し
て
き
た
こ
と
と

し
て
、
情
報
化
が
個
々
の
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
や
働
き
方
、
組

織
の
あ
り
方
な
ど
を
変
え
る

こ
と
な
く
、
個
別
最
適
化
す

る
た
め
の
道
具
と
し
て
利
用

さ
れ
た
と
指
摘
。
本
来
の
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

は
、
社
会
の
中
に
浸
透
し
て

組
織
形
態
や
人
間
の
行
動
・

生
活
な
ど
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
変
容
さ
せ
、
極
め
て
フ

ラ
ッ
ト
な
社
会
構
造
を
生
み

出
す
と
し
、
こ
う
し
た
社
会

に
な
ら
な
か
っ
た
要
因
と
し

て
、
先
進
国
と
し
て
の
あ
る

種
の
成
功
体
験
が
日
本
社
会

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
を
躊
躇
さ

せ
た
と
分
析
し
た
上
で
、

「
第
６
期
基
本
計
画
で
あ
ら

た
め
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
、
社
会
そ
の
も

の
を
成
り
立
た
せ
る
仕
組

み
、
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
っ
て

い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
の

主
体
だ
っ
た
有
形
資
産
か
ら

無
形
資
産
に
大
き
な
価
値
を

見
出
す
よ
う
な
経
済
構
造
を

生
み
出
す
こ
と
が
必
要
だ
」

と
述
べ
た
。

　
次
に
、
現
在
の
地
政
学
的

変
動
と
科
学
技
術
の
関
係
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
世
界
で
起
こ
っ

て
い
く
変
化
と
し
て
「
局
在

化
」
を
挙
げ
、
政
治
的
・
経

済
的
な
領
域
の
他
、
研
究
成

果
、
大
学
制
度
、
科
学
的
規

範
と
い
っ
た
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で
も

変
化
が
進
ん
で
い
く
と
し

た
。
こ
う
し
た
中
で
、
今

後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
活

動
の
重
心
が
移
動
し
て
い
く

と
み
ら
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
い
て
玄
関
口
に
位

置
す
る
日
本
の
役
割
が
非
常

に
大
き
く
な
る
と
し
、
「
日

本
の
地
政
学
的
な
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
最
大
限
生
か
す

戦
略
の
柱
と
し
て
、
日
本
の

科
学
技
術
力
は
非
常
に
重
要

に
な
る
」
と
述
べ
た
。

　
上
山
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
政
策
の
問
題
点
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
含
め
た
国
内
外
で
の
情

勢
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
、

日
本
が
目
指
す
べ
き
社
会
を

実
現
す
る
に
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
課
題
へ
の
対
応
と
国
内
社

会
構
造
の
改
革
が
不
可
欠
に

な
る
と
し
、
第
６
期
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本

計
画
を
進
め
つ
つ
、
評
価
を

通
じ
て
機
動
的
に
改
善
を
図

る
こ
と
で
、
「
持
続
可
能
性

と
強
靭
性
を
備
え
、
国
民
の

安
全
安
心
を
確
保
」
「
一
人

一
人
の
多
様
な
幸
せ
（
ｗ
ｅ

ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
）
の
実

現
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、

「
信
頼
や
分
か
ち
合
い
を
重

ん
じ
る
日
本
の
伝
統
的
価
値

観
を
重
ね
合
わ
せ
た
日
本
発

の
社
会
像
・
将
来
像
で
あ
る

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
を
実
現

し
て
、
世
界
か
ら
人
材
と
投

資
を
呼
び
込
め
る
よ
う
な
国

を
作
っ
て
い
く
」
と
い
う
今

後
の
道
筋
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・

０
を
実
現
し
て
い
く
上
で
、

「
ヒ
ト
」
が
最
大
の
投
資
先

だ
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

初
等
・
中
等
教
育
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
力
・
研
究
力
強
化

策
と
し
て
の
大
学
改
革
、
政

府
だ
け
で
30
兆
円
、
官
民
合

わ
せ
て
総
額
１
２
０
兆
円
の

目
標
を
掲
げ
る
５
年
間
の
研

究
開
発
投
資
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
は
質
疑
応

答
が
実
施
さ
れ
、
上
山
氏
に

求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
対
応
と
社
会
構
造
改
革

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
で
上
山
氏
が
講
演

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
科
学
技
術
政
策
を
解
説

ジャパン・リスク・フォーラム

　
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
４
月
13
日
、
「
10
周
年
記
念
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

シ
リ
ー
ズ
」
の
一
環
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
我
が
国
の
科
学
技
術

政
策
に
つ
い
て
」
を
開
催
し
た
。
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
常
勤
議
員
で
政
策
研
究
大
学
院
大

学
客
員
教
授
の
上
山
隆
大
氏
が
、
政
府
の
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
（
２
０
２
１
―

26
）
の
概
要
、
ま
た
、
同
計
画
で
目
指
す
日
本
の
社
会
像
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
講
演
後
に
は
当
日
参
加
し
た

各
専
門
家
・
実
務
家
と
上
山
氏
と
の
間
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
や

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
へ
の
対
応

と
国
内
社
会
構
造
の
改
革
の

両
立
は
可
能
か
と
の
質
問
に

対
し
て
は
、
「
こ
れ
以
外
に

道
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

皆
が
『
日
本
は
い
つ
ま
で
も

変
わ
ら
な
い
』
と
の
危
機
感

を
共
有
し
て
お
り
、
わ
れ
わ

れ
の
持
つ
シ
ス
テ
ム
自
体
に

問
題
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。
全
体
と
し
て
の
シ

ス
テ
ム
改
革
を
一
歩
一
歩
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
も
対

応
し
て
い
く
こ
と
で
、
わ
が

国
が
今
後
も
大
国
と
し
て
存

在
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
道

を
探
る
と
い
う
の
が
基
本
計

画
に
お
け
る
問
題
意
識
と
し

て
あ
る
。
お
そ
ら
く
２
０
３

０
年
ま
で
の
10
年
間
で
今
後

の
世
界
の
潮
流
が
決
定
さ

れ
、
30
年
ご
ろ
に
は
新
し
い

世
界
秩
序
が
見
え
て
く
る
と

考
え
て
お
り
、
非
常
に
重
要

な
前
半
の
５
年
間
を
担
う
も

の
と
し
て
科
学
技
術
政
策
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
は
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
」

と
回
答
し
た
。

上山氏


